
平成27年度 入学試験日程
１、学部＜入試日程＞

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表 試験場

   一般入学試験（前期） 平成27年1月6日（火）～1月28日（水） 消印有効 2月6日（金） 2月13日（金） 本学・
東京・大阪

   一般入学試験（後期） 平成27年2月23日（月）～3月11日(水） 消印有効
窓口受付は3月17日（火）午後4時まで 3月18日（水） 3月19日(木) 本学のみ

編入学試験（後期）
社会人編入学試験（後期）

平成27年2月23日（月)～3月11日(水） 消印有効
窓口受付は3月17日（火）午後4時まで 3月18日（水） 3月19日(木) 本学のみ

別科入試（第二次）
密教専修コース

平成27年2月23日（月)～3月11日(水） 消印有効
窓口受付は3月17日（火）午後4時まで 3月18日（水） 3月19日(木) 本学のみ

別科入試（第二次）
スピリチュアルケアコース 平成27年2月9日（月）～2月20日（金）消印有効 3月1日(日) 3月4日（水） 大阪

＜入試科目／募集人員＞
○一般入学試験（前期）　　　国語総合または英語Ⅰ・Ⅱ（50分100点）、小論文（50分100点）……10名
○一般入学試験（後期）　　　国語総合または英語Ⅰ・Ⅱ（50分100点）、小論文（50分100点）……若干名
○編入学試験（後期）　　　　小論文（50分100点）、面接……若干名
○社会人編入学試験（後期）　小論文（50分100点）、面接……若干名
○別科入学試験（第二次）　　試問票、面接……30名（第一次・第二次合わせて）

２、大学院＜入試日程＞
試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表 試験場

修士課程入学試験（後期）
　博士前期課程コース
　社会人コース
　僧侶コース
博士課程入学試験（後期）
　博士後期課程

　平成27年2月9日（月）～2月20日（金）
　消印有効 2月28日（土） 3月4日（水） 本学のみ

3、大学院（修士課程密教学専攻　通信教育課程）＜入試日程＞

試験種別 願書受付期間 一次選考合格発表日
（書類選考）

二次選考日
（面接） 二次選考合格発表日

修士課程入学試験（後期）
正科生

平成27年1月6日（火）～1月26日（月） 
消印有効 2月9日（月） 2月21日（土） 2月25日（水）

修士課程入学試験
科目等履修生

平成27年1月26日（月）～2月27日（金）
消印有効 選考結果通知日 3月9日（月）まで（随時）本人へ通知

＜入試科目／募集人員＞
○修士課程　博士前期課程コース　入学試験（後期）
　密教学専攻（密教学、英語、面接）……13名（前・後期合わせて）
　仏教学専攻（仏教学、英語、面接）……8名（前・後期合わせて）
○修士課程　社会人コース　入学試験（後期）
　密教学専攻（密教学、面接）……若干名
　仏教学専攻（仏教学、面接）……若干名

＜入試科目／募集人員＞　○修士課程　正科生　入学試験（後期）
　　　　　　　　　　　　 （書類選考・面接）……20名（前・後期合わせて）

○修士課程　僧侶コース　入学試験（後期）
　密教学専攻（密教学、面接）……若干名
　仏教学専攻（仏教学、面接）……若干名
○博士後期課程　入学試験（後期）
　密教学専攻（英語、専門科目、面接）……3名（前・後期合わせて）
　仏教学専攻（英語、専門科目、面接）……3名（前・後期合わせて）

○修士課程　科目等履修生　入学試験
　（書類選考）……100名

※大阪会場…大阪大学中之島センター（高野山大学 大阪サテライトキャンパス）　東京会場…アルカディア市ヶ谷・私学会館（千代田区九段北4-2-25）

●お問合せ　URL. http://www.koyasan-u.ac.jp　E-mail. nyushi@koyasan-u.ac.jp

2015年4月 文学部「人間学科」誕生!!
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（『
続
遍
昭
発
揮
性
霊
集
補
闕
抄
』
巻
十
「
九
想
詩
」
よ
り
）

　詩
句
の
意
味
は
、
人
生
は
は
か
な
い
。
人
の
命
の
は
か

な
さ
は
前
か
ら
矢
の
よ
う
に
迫
っ
て
来
る
の
だ
ろ
う
。 

仮
の

身
も
空
で
あ
り
、
朝
露
の
よ
う
に
は
か
な
い
と
な
る
。
漢
書

を
ひ
く
ま
で
も
な
く
「
人
生
、
朝
露
の
ご
と
し
」
と
は
古

来
か
ら
よ
く
書
物
に
登
場
す
る
。「
朝あ

し
たの

紅
顔
も
夕ゆ

う
べに

は
白

骨
と
な
る
」
は
、
平
安
時
代
の
藤
原
義
孝
の
詩
文
。
彼
は
痘

瘡(

と
う
そ
う)

の
た
め
21
歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
。
遺
児

は
三
蹟
の一人
藤
原
行
成
で
あ
る
。

　は
か
な
い
世
の
中
に
人
は
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、
は
か

な
さ
を
嘆
い
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
。
自
覚
的
に
無
常
を
と
ら

え
、
そ
の一瞬一瞬
を
大
切
に
い
き
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。
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松本　鮎（僧名：禮仙）
１９９5年１０月３０日生まれ　1回生
＜出身＞大阪府
＜出身高校＞高野山高等学校
　　　　　 （和歌山県）

朝、仏様に
ご飯を差し上げます

「遍照尊」
高校生のころから始めた
宗教舞踊

強く、正しく、元気よく！

お手伝いに行かせて頂いている
師僧のお寺にて

来年度の高野山開創1200年記念大法会に向けての
大阪で行われた舞踊の大会

大学の友達と
仏教ネタが飛び交います

廟参（報恩日）
奥之院にて

仏
画
の
授
業
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、仏
画
を
描
く
こ
と
に

興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。昔
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
や
表
現

し
て
い
く
こ
と
が
好
き
な
の
で
、そ
の「
好
き
」を
仏
教
と

結
び
付
け
て
も
っ
と
深
め
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
一
回
生
で
取
れ
る
授
業
数
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
新
し
い
発
見
が
沢
山
あ
る
と
思

う
と
楽
し
み
で
す
。

Q3Ａ3
入
学
後
新
た
に
興
味
持
っ
た
こ
と
、

知
識
を
深
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
？

Q2Ａ2
入
学
前
と
入
学
後
の
印
象
の
変
化
、驚
い
た
こ
と
は
？

入
学
し
て
驚
い
た
こ
と
は
同
期
生
、先
輩
と
も
に
人
柄
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
優
し
い
方
が
多
い
と
こ

ろ
で
す
。ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
入
学
当
初
で
も
先
輩
方
が
色
々
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で

学
校
生
活
の
不
安
は
少
な
く
、今
も
楽
し
い
大
学
生
活
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、予
想
よ
り
お
坊
さ
ん
率
が
高
く
な
く
、純
粋
に
密
教
や
仏
教
を
学
び
に
来
ら
れ

て
い
る
方
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

Q1Ａ1
私
は
高
野
山
高
校
の
宗
教
科
に
在
籍
し
て
い
た
の
で
、学
校
で
仏
教
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
お
寺
で

お
手
伝
い
を
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。そ
う
し
て
仏
教
や
お
坊
さ
ん
の
良
さ
に
触
れ
て
い
る

う
ち
に
、高
校
二
年
生
に
な
る
こ
ろ
に
は
僧
侶
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、高
校
三
年
生
に

な
っ
た
頃
、大
学
に
進
学
す
べ
き
か
否
か
で
迷
っ
て
い
た
の
で
す
が
、宗
教
科
の
主
任
で
あ
り
ク
ラ
ス

の
担
任
で
も
あ
る
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
先
ち
ゃ
ん
と
力
を
つ
け
て
一
人
立
ち
し
た
い
と

思
う
よ
う
で
あ
れ
ば
大
学
は
必
ず
出
て
お
い
た
方
が
い
い
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、密
教
を

も
っ
と
深
く
学
べ
る
環
境
が
あ
る
高
野
山
大
学
へ
の
進
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

高
野
山
大
学
へ
の
進
学
動
機
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

少
数
人
制
で
あ
る
た
め
学
生
一
人
一
人
と
先
生
の
距
離
が
近
く
、親
し
く
学
べ

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、高
野
山
と
い
う
特
殊
な
環
境
の
中
に
あ
る
大
学
な
の
で
、宗
祖
で
あ
る

お
大
師
様
の
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
青
葉
祭
、お
山
の
住
民
と
と
も
に
学
生
が

一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し
て
参
加
し
た
り
、月
に
一
度
の
お
大
師
様
の
も
と

へ
お
参
り
に
行
く
学
校
行
事
な
ど
、仏
教
が
身
近
に
溢
れ
て
い
る
本
学
の
環
境

そ
の
も
の
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

Q5Ａ5
高
野
山
大
学
で
学
ぶ
面
白
さ
、魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

Q4Ａ4
漢
字
Ⅰ
と
日
本
文
学
の
授
業
で
す
。漢
字
Ⅰ
は
中
国
で
修
業
さ
れ
た
先
生

が
従
来
の
日
本
の
書
道
の
教
え
方
で
は
な
く
、筆
の
持
ち
方
か
ら
古
代
に

か
え
っ
て
教
え
て
下
さ
る
の
で
非
常
に
興
味
深
く
た
め
に
な
り
ま
す
。日

本
文
学
は
有
名
な
古
文
を
面
白
く
解
り
や
す
く
内
容
を
教
え
て
下
さ
る
の

が
魅
力
的
で
、引
き
続
き
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

今
最
も
興
味
を
も
っ
て
学
ん
で
い
る
授
業
、

興
味
を
も
っ
た
理
由
は
？

Q7
高
野
山
で
生
活
し
て
学
ぶ
こ
と
、得
る
こ
と
に
つ
い
て

中
学
校
を
卒
業
し
て
高
野
山
に
来
た
の
で
今
年
で
四
年
目
と
な
っ

た
の
で
す
が
、そ
の
四
年
間
で
一
番
学
ん
だ
こ
と
は
、感
謝
を
す
る

心
と
信
じ
る
心
の
大
切
さ
、そ
し
て
思
い
や
り
で
す
。人
と
人
は
思

い
や
り
と
い
う
目
に
見
え
な
い
も
の
で
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、高
野
山
に
来
て
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ａ7

Q6Ａ6
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ク
ラ
ブ
活
動
、課
外
活
動
、

そ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、興
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
？

高
校
生
の
こ
ろ
、師
僧
の
お
寺
で
住
み
込
み
な
が
ら
お
手
伝
い
を

し
て
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、師
僧
の
お
寺
に
よ
く
お

手
伝
い
に
行
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
人
間
関
係
の

大
切
さ
や
礼
儀
、料
理
や
掃
除
の
仕
方
な
ど
基
本
的
な
こ
と
か

ら
、仏
様
の
こ
と
、僧
侶
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
ス
キ

ル
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、課
外
活
動
で
高
校
か
ら
宗
教
舞
踊
を
習
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
踊
る
こ
と
が
楽
し
く
て
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、来
年
の

開
創
１
２
０
０
年
大
法
会
に
向
け
て
、大
阪
で
行
わ
れ
た
大
会

を
終
え
た
今
は
、一
曲
一
曲
ご
と
に
真
剣
に
、心
を
込
め
て
踊
る
こ

と
の
大
切
さ
を
知
り
、も
っ
と
上
達
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
れ
に
先
生
や
先
輩
方
の
人
間
性
が
素
晴
ら
し
く
、

尊
敬
し
て
い
る
の
で
そ
の
精
神
的
な
部
分
も
見
習
い
た
い
で
す
。

Q8
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
土
台
と
し
て
、自
分
が
僧
侶
に
な
っ
た
時
に
、

一
般
の
人
々
に
仏
教
を
伝
え
、そ
れ
と
同
時
に
人
々
の
苦
し
み
を
少

し
で
も
取
り
除
い
て
い
き
た
い
で
す
。

Ａ8
高
野
山
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
ど
う
い
か
し
た
い
？

尊
敬
し
て
い
る
尼
僧
さ
ん
が
い
る
の
で
、少
し
ず
つ
で
も
そ
の
方
の
人
間
性
に
近
づ
け

る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
の
と
、将
来
は
僧
侶
と
い
う
人
々
を
導
く
存
在
と
し
て
、

人
の
心
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q9Ａ9
卒
業
後
の
目
標
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て

ま
だ
高
野
山
に
来
た
こ
と
の
な
い
方
、高
野
山
に
流
れ
る
雰
囲
気
を
知
ら
な
い
方
は
、

今
ま
で
の
生
活
と
の
違
い
に
不
安
を
覚
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、臆
す
る
こ
と
な
く
こ
ち

ら
側
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
き
て
下
さ
い
！
高
野
山
の
魅
力
を
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

Q10Ａ10
高
野
山
大
学
を
目
指
す
受
験
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

情報処理自習室にて
お昼ご飯のおにぎりと
ツーショット

●2  Mahā Vairocana Mahā Vairocana  ●1



 

活動報告 #01
今年は学友会総務本部委員長との兼任という事もあり、学園祭のみに集中するこ

とができず当日の不備が目立ってしまいました。準備段階では目途が立たずに途方
にくれた事も有りましたが、当局役員や学生有志の協力のお陰で無事に終えること
ができました。この場を借り改めてこの場を借り御礼申し上げます。
当日は雨が降り来場者が少なく寂しい雰囲気でしたが、静岡のアイドルグループ

「オレンチェ」さんのライブで学生は楽しむことが出来ました。個人的な話ですが私
もCDを買いipodで聞いています。
黎明館で行うという試験的な学園祭でしたが当日の天気が結果としては吉に出た

と思います。
2日目は企画が多く私も司会をしたり、あいさつ回りを行ったりと忙しい日でした。
私は動き回る方が好きなので充実した二日間を過ごすことが出来ました。
過去の資料を整理していると黎明館が出来る以前の学園祭の写真が出てきました。
後輩たちには伝統ある曼荼羅祭を続けて欲しいと願っています。
ご協力・ご協賛いただいた皆さま、誠にありがとうございました。
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profi le： 
新井 宗徳（アライ ソウトク） 

〈昭和６１年生 長野県松本市〉
高野山大学 大学院修士課程修了
現在　宗教法人総本山金剛峯寺職員

ROAD_RUNNER　File#005
特集 道を歩む僧侶たち
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弘法大師空海の食事を毎日２回、御廟へ運ぶ「生身供」
高野山大学へ

私は正直、高野山大学には入学したくありませんでした。
何故なら、都会の大学でのバイトやサークル活動といった大学生活に憧

れていたからです。
けれども、それは最終進路を決める高校の三者面談の時でした。
先生が母親に、

「人間というのは「こころの基盤」をしっかり持っておかないといけません。今
後、新井君が如何なる道を進もうと「こころの基盤」がしっかりしていれば、必ず如
何なるところでも成功するでしょう。ですから、まず「こころの基盤」を学ばなく
てはなりません。「こころの基盤」は全国で唯一、高野山大学でしか学べませ
ん。新井君を高野山大学に入れて下さい」

この言葉で、母親の心は決まり、私もこの先生のお言葉に動かされ、高
野山大学に進路を決定しました。

今振り返れば、この温かいお言葉と、高野山大学で「こころの基盤」を学
ばせて頂いたからこそ、今ここに幸せな自分がいます。この道を進んでよ
かったと心底思います。

高野山大学の学び－人の生き方に触れることが人生の活路を開く－
高野山大学では学問はもちろんですが、それ以上に多くの人と出会い、そ

の方の生き方を勉強させて頂きました。今回は、特に「こころの杖」となって
いる二人の先生をご紹介させて頂きます。

まずは武内孝善先生です。
それは、先生が最愛の奥様を亡くされた時のことです。
先生は心労と研究からの疲労で足が不自由になっておられました。普通の

人でしたら、休養をとって、心身ともに養われますが、先生はその時に、

「新井君、私を送り迎えしてくれないか」
と、私に頼まれて、しばらくの間、車で毎日、大学とご自宅とを往復させて頂

きました。
先生は土日、平日関係なく、一日たりとも研究を欠かすことはありませんでし

た。苦しい思いをしているにも関わらず、それに負けることなく精進されてい
る先生の後ろ姿を忘れることはできません。今でも私の心の支えです。

もうお一人は、岩坪眞弘和上様です。
当時、大学では「住職学」という科目が開講されており、和上様はこの授業

を担当されていました。ちょうど、私が大学院に残るか、それともを他の道
に進むか、悩んでいた時のことです。

しばらく授業を拝聴し、何十年という間、人びとを教化されてこられたこの
方なら、私の悩みを解決して下さるのではないか、という思いに至り、授業が
終わった後にお尋ねしました。　　

すると和上様は、
「日本のお四国は浄土です。お遍路をして仏さまを念じれば、必ず霊光を

頂ける。私も昔にお参りさせて頂き、仏さまのお導きを頂きました。貴方
も一度、お四国遍路をされてはいかがかな」

と、いうご助言を頂き、実際にお四国遍路をさせて頂きました。すると、そ
の中で不思議なことやいろいろな出会いを頂き、道が開けて、今の総本山金
剛峯寺、奥之院に奉職する機縁へとつながりました。

私は、このお二人のお姿とお言葉を通じて、
「人の姿が心の支えとなり、先徳のみ教えを仰ぐことで人生の道が開ける」
と、いうことを学ばせて頂きました。これこそが私の「こころの基盤」です。
今でも、高野山大学で学ばせて頂いた「こころの基盤」を礎として、お大師さま

のみ教えを実践し、奥之院に参拝される方々に接せさせて頂いています。
このご縁を作って下さった高野山大学に心から感謝しています。

私は、2005年から高野山異文化交流ネットワークの一員とし
て外国の方々に高野山の案内をしてきました。また2009年か
ら金剛峯寺境内地案内人としても活動しています。6月にナイ
トレクチャーが高野山大学で開催されていることを知り、主人
と相談して参加し始めました。最初は橋本から夜間、車での往
復を憂慮していましたが、回を追う毎に、次回の講義が楽しみ
になってきて今では待ち遠しいようになりました。
多くの先生方が、奥深い研究の一端を色々な角度から、また

違った視点から教えてくださり今まで知らなかった世界を見る
事ができるようになりました。特に武内先生は毎回膨大な資料

を準備してくださり本当に感謝していま
す。密教についての講義も興味深いも
のが多く全部挙げる事は困難ですが、佐
藤隆彦先生の「五鈷金剛杵について」、井
上ウィマラ先生の「慈しみの瞑想につい
て」、ドライトライン先生の英語での瞑想
法の講義は特に興味深かったです。学習
した内容をよく咀嚼して身についた知識としてこれからの案
内に役立て奥深く幅広いものをゲストに提供し、高野山の魅力
を発信していけるよう努めたいです。

平成26年度のオープンキャンパスは、7月26日（土）と11月1日(土)（学園祭と同時
開催）の全2回実施しました。
今年度は、和歌山市や五條市などから無料送迎バスを運行し、昨年度より多くの

方々にご参加いただきました。
学内ではオリエンテーション・進学相談・体験授業を、学外では奥の院ツアー・霊宝

館ツアーを開催し、キャンパスの環境や雰囲気をたくさんの方々に感じていただき
ました。
皆さまのおかげをもちまして、無事に終了しましたことをご報告いたします。

安川　てる子ナイトレクチャーに参加して

オープンキャンパス活動報告 #02

学友会総本部委員会  学園祭運営局長 
曼荼羅祭実行委員長 学園祭

人間学科体験授業

密教学科体験授業

女装コンテスト

茶道部による茶話会高校生と在学生ナビゲーター

 ３回生　瀬戸口　樹



太龍寺
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活動報告 #03  高野山大学主催　現地学習会
「弘法大師の足跡を訪ねよう」（第2回）

　平成26年10月18日（土）と19日（日）の両日、弘法大師の足跡を訪ねて、青年期の修行地である
徳島県と高知県を訪れました。第一回の昨年は、大師の誕生地である香川県の善通寺をはじめ、出釈
迦寺、満濃池等を訪れましたが、今回はその続きです。訪れたのは、徳島県の太龍寺、薬王寺、高知県
の御厨人窟、最御崎寺、行当岬の不動岩、大日寺です。各寺院では、私たち高野山大学一行を温かく
迎えていただき、普段は一般公開しておられない仏像や貴重な寺宝等を特別拝観させていただく
など、昨年に引き続き、大変貴く学びの多い参拝行となりました。とりわけ、薬王寺様、大日寺様には、
深く感謝申し上げる次第でございます。
　なお、今回も本学の卒業生が社長を務める、和歌山県の「日の丸観光バス（株）」にお世話になりました。
最後まで安全運転に徹して下さった女性ドライバーの方に心から感謝致します。
○参拝地（徳島・高知県）

太龍寺（大師 求聞持修行の遺跡、四国八十八ヶ所 第二十一番札所）
薬王寺（四国八十八ヶ所 第二十三番札所）
最御崎寺（四国八十八ヶ所 第二十四番札所） 
室戸岬 御厨人窟（大師 求聞持修行 明星来影の聖地）、 一夜建立の岩屋 
行当岬 不動岩、 大日寺（四国八十八ヶ所 第二十八番札所）

大学院　通信生　岡庭 和子
「晴天の中、青い海やきらきら光る海を左手に最御崎寺に向
かう途中、大師が修行したという御厨人窟へ寄った。今は入
れない修行の洞窟と住居とした洞窟に敬意をはらい、皆様と
一緒に唱える般若心経にも力が入った。大日寺では、普段拝
見できない大日如来を拝む事ができた。その神々しいお姿
は、今でも目に焼きついており、旅一番の思い出となってい
る。個人では見せていただけない仏様や、説明をして下さり、
高野山大学での現地学習会は意義のあるものであった。バ
スの中で声明も行っていただき、すばらしい息の合った勤行
に聞きほれました。良い思い出となっております。団体旅行と
は思えない程の、見学したい所は時間を取っていただき、満
足のいくものでした。」

大学院　通信生　窪田 穗積
「弘法大師を学ぶ者として、求聞持行の足跡をたどることは
悲願であっただけに、今回の現地学習会に参加できたことを
大変ありがたく、意義ある内容であったと感謝しています。
訪問先の札所や遺跡の前で、般若心経を読誦し真言を唱え
て参詣できたことも無上の喜びとなりました。さらに折に触
れての先生方の説明を聞けたり、受け入れ寺院の厚意で秘
仏や宝物の由来を学べたことも、高野山大学の企画でしか実
現できない内容であると理解しています。今回参加の目的は、

『三教指帰』序文にある「阿國大龍の嶽に躋り攀ぢ…」の風
景を確認し、弘法大師の青年時代における求聞持法の修行
形態に直接ふれることにあった。一通りその足跡をたどり、各
行場の風景はカメラに収めて自分なりに満足していたが、日
をおいてバス内で配布された『現地学習会資料』に目を通し
て驚いた。単なる史跡巡りで当初の目的を達していなかった
ことに気づいたのである。空海の修行のお供に、愛満・愛語
の従者が御厨人窟で炊事の世話を行い、その二人は後に愛
慢・愛語菩薩と称され、高野山奥の院では毎日の御供の御厨
人（料理番）として仕え、味見役をする嘗試地蔵として祀られ
ているとの逸話を興味深く聞いたが、実はこの話から空海修
行のイメージが一転してしまった。大師の求聞持行には、そ

れを支える強力なスタッフが存在したことになる。さらに修
行の内容もかなり大規模なものであることが分かった。また
求聞持法の修行エリアも谷底まで広がっており、室戸の行道
と同じく一日の活動範囲は広域である。このことから、空海
の求聞持行は、洞窟に籠り真言読誦を行じただけではなく、
広範囲に及ぶ荒行であり、『三教指帰』から推測できる命が
けの修行であることが分かった。」

大学院　通信生　河野 浩
「今回の四国八十八ヶ所巡礼に参加した当初の理由は遍路
学の履修にあたり、まずは、プレ体験をして自分自身の感性
が如何に感じられるのかについて確かめたいというのが、目
的でした。実際に体験させて頂くと、初体験のことが当然多
く、惑う事ばかりで非常に緊張した心持ちで、初日は終了しま
したが、二日目は、参加した方々とのお話もはずみ、和やかな
雰囲気の中でスタートする事が出来ました。特に巡礼経験が
豊富な方々の体験談がとても参考になりました。遍路学のテ
キスト、参考図書を事前に勉強して参加した次第ですが、や
はり体験されている方々のお話が最も大事なことであると
痛感致しました。」

大学院　通信生　菖蒲 剛智
「今回、高野山大学の体験学習ということで、薬王寺にある
様々な書や絵画を、解説付きで見せていただいたことは、忘
れられません。大日寺で参らせていただいた、秘仏の大日如
来さまの姿は、胸が高鳴るすばらしいものでした。中でも一
番の感動は、室戸で一泊した翌日、朝一番に訪れた、御厨人
窟です。その厳かな姿に頭を垂れ、洞窟の中で、般若心経、御
真言、御宝号を唱え、ここが、お大師様が修行され、明けの明
星の輝きを体感した場所なんだ…そう思い、入り口を振り返
ると、青い海のきらめきと、真っ青に晴れた空の明るさが、目
に飛び込んできました。ああ…生きている…突然、喜びが溢
れてきました。」

大学院　通信生　澤田 政江
「今迄の研修旅行には見られなかった様に思います。さすが
大学の研修と思いました。四国の気質には湧き出る様な親切
があります。見て見ぬ振りをして、或いは感ぜずして通り過し
ている身近な出来事は日常に多々あります。感じる事の出来
る感性を磨く事は行の道へと繋がっていくと思います。薬王
寺様、大日寺様の御厚意に感謝致します。」

大学院　通信生　多田 眞実
「太龍寺。西の高野山と言われる。遍路が生死をかけての旅
であったことを僅かながら体感いたしました。薬王寺。本坊
内拝の機会を頂き、各間においていただいたご説明の中で、
ご本尊、書、絵、荘厳に生きていることを学びました。最御崎
寺までの道は、歩き遍路を体験。お大師さまの逸話が残る霊
跡に触れることができました。お大師さまが唐から請来され
たといわれている如意輪観音さま。境内では叩くと金属の音
がし、その音はもうひとつの世界に通ずるといわれる不思議
な鐘石を体験。行当岬。眼前に広がる美しい空と海に感動し、
一心にお不動さまのご真言をお唱えいたしました。大日寺に
ては、秘仏であられる大日如来さまを特別拝観。今回の旅の
テーマは行道。お大師さまが修行された地には岩場があり、
危険な場所を廻るということが必ずついていました。乾先生
が最初におっしゃられたように、実際に訪れて観る、感動とい
う体験をすることによって自分の意見、考えていることなど
が小さくなっていくように思いました。各所に二つの山を巡
る行道あり、ひとつの岩を巡る行道あり、四国全体を巡るこ
とも行道であることを教えて頂きました。」

大学院　通信生　松﨑 緑
「高野山大学の強いネットワークの尽力により、一般の遍路
者ではとても許されない秘宝、秘仏の拝観や心温まる寺院
内でのお接待は大変貴重な体験となりました。四国遍路の第
一歩がこの様な形で実現した喜びをかみしめながら、皆様と
お唱えした般若心経は生涯の宝物として大切にしたいと思っ

ています。何より印象深かったのは、学部生諸氏による声明
です。心を込めた朗唱の姿は、素敵でした。この旅行に参加し
なければ出会えなかったご縁のすべてに感謝しています。高
野山大学の皆様と共に大師ゆかりの四国の地にお参りさせ
て頂けた事は、今後の大学院の履修の励みとなりました。」

文学部　密教学科　三回生　一宮 浩真
「四国八十八ヶ所は巨大な修行の道場だ。太龍寺では、岩の
周りを周回する行道を体験した。最御崎寺は登山道から登っ
た。大日寺では、特別に秘像大日如来を見させていただくこ
とができた。おそらくこの先一生お目にかかることはできな
いだろう。本当に貴重な経験だった。そして何より、この旅行
で得た一番大きなものは、共に二日間を過ごした皆様との時
間だ。様々な話も聞けたし、互いに意見を交わすこともでき
た。とても充実した二日間だった。」

文学部　密教学科　三回生　鈴木 透馬
「特に印象に残っているのは大日寺である。本堂の秘仏を
見た時、今までに見た仏像とは全く違うオーラのようなもの
を感じた。自然と手を合わせ、背筋がピッと伸びるのを感じ、
目力がとても強いなと思った。やはり秘仏とされるような仏
像はなにか強いものが宿っているのだなと思った。この大日
寺のほかにも室戸岬を見た時は、こんなに厳しい場所でお大
師様は行をされたのだなととても感動した。非常に充実した
研修となった。」

文学部　密教学科　三回生　丸山 泰雅
「僕は、去年に続いて参加させていただきました。まず最初
に僕が参拝して思ったことは、太龍寺さんも最御崎寺さん
も、険しい山の上にお寺があり、修行というものがどれだけ
大変なものかということを知りました。それを身を持って体
験したのが、最御崎寺さんへの歩き遍路道を歩いた時です。
自分で山道を歩いて昔の人たちの大変さ、苦労がわかった
のが、この旅のいい体験でした。」

以下は、参加学生の感想文（抜粋）です。

薬王寺 

一夜建立の岩屋
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講師派遣制度をご利用ください
　各機関（本山・宗団・同窓会・宗務支所・高野山真言宗寺院など）さ
まへの本学教員の講師派遣は、大学公務として取り扱っております。

【講師派遣お申込み手順】
1.ご希望の講師名、日時、場所、講演テーマを、本学総務課へご連絡

ください。
・お電話　０７３６⊖５６⊖２９２１
・ＦＡＸ　０７３６⊖５６⊖２７４６
・H 　 P　http://www.koyasan-u.ac.jp/info/dispatch

2.講師との調整がとれ次第、依頼主さまへ折り返しご連絡いたします。
3.「講師派遣依頼書」を提出してください。HP掲載の様式をお使いく

ださい。

【注意事項】
1. 講演料（手取り額）

６０分　　￥２０，０００　　　９０分　　￥３０，０００
※講演料のみを講師に直接手渡してください。
2. 交通費・宿泊費は、本学にて負担します。（「高野山大学旅費規程」

による）
3. 講演が複数日あるいは長時間にわたる場合の条件は、講師と直

接調整してください。
4. 大学を経由せずに、直接講師へ依頼する場合は、この申し合わせ

の対象外とします。

寄付金のお願い
高野山大学では、同窓生をはじめ、皆様からの寄付金を募集して

おります。
これは、現在取り組んでいる、高野山霊宝館との連携や学習・就職支

援室の運営などをはじめ、大学での教育・研究活動の充実と質の向上を
目的とした寄付金の募集でございます。

頂戴いたしました寄付金は、
○大学の設備・備品費などの諸経費
○地域との連携事業の経費
○学習・就職支援室の活動費
などに用いさせていただく予定でおります。
高野山大学では、学生や社会に選ばれる大学を目指し、“魅力あ

る学校づくり”をキーワードに、これからも様々な教育改革に取り組
んでまいります。皆様におかれましても、高野山大学への引き続き
のご支援を心よりお願い申し上げます。

この趣旨にご賛同いただける方は、お手数をお掛けいたします
が、高野山大学総務課（電話0736-56–2921、FAX0736-56-
2746）までご連絡ください。ご連絡をいただきました方には、大
学から、

○寄付申込書
○寄付金用振替用紙
○返信用封筒
をお送りさせていただきます。なお、寄付金は、一口二千円以上

とさせていただいております。
皆様のご支援とご協力を、重ねてお願い申し上げます。

【ご注意】今回の学報に同封しております振替用紙は、同窓会費
の振替にのみご利用ください。

第４回　７月２３日（午後１時３０分～４時　高野山大学本館２階第２会議室）
演題「3.11のＰＴＧ（心的外傷後の成長）におけるスピリチュアルな成長」
講師：尾崎真奈美（相模女子大学 人間心理学科 准教授）
　震災後、苦しみを抱えつつも、精神的に深く美しく成長してきた人々の存在。「心的外傷後の成長（PTG）」とい
う概念に基づいて人間の輝かしい可能性に触れると共に、ポジティブ心理学の立場から、仏教的世界観と西洋的
世界観の統合についてご講演いただきました。

第５回　９月２４日 （午後１時３０分～４時　高野山大学本館２階第２会議室）
演題「虐待を生き延びるということ」
講師：白川美也子（こころとからだ 光の花クリニック 院長）
　東日本大震災は、災害以前の子ども虐待やDVをも露呈し、今なお深刻な影響を与えている。精神科医・臨床心理士
として災害支援の現場で体験したことや、虐待を生き延びた人々の声を通して、困難な時代を生き抜く智慧を授けて
いただきました。

第６回　１０月２２日（午後１時３０分～４時　高野山大学本館２階第２会議室）
演題「看取りの現場から見えてきたこと：密教・仏教を社会で生かすために」
講師：大井玄（東京大学 名誉教授）
　看取りの現場では、終末期に近い人が、亡くなった近親者を視る「お迎え現象」が起こることがある。目に見え
ぬ「なにか」を我々はどう考えていくのか。講師は、仏教を「科学的宇宙的理解と両立する唯一の宗教」と位置づ
け、看取りの医師としての立場から、仏教への期待を語っていただきました。

第７回　１１月２６日（午後１時３０分～４時　高野山大学本館２階第２会議室）
演題「東日本大震災と臨床宗教師」　
講師：鈴木岩弓（東北大学大学院教授）
　宗教や宗派を超えて、宗教的ケアができる高度専門職業人としての「臨床宗教師」。震災後、東北大学大学院
には「臨床宗教師」の養成を目指す講座が誕生し、修了生は、全国の病院や介護施設のグリーフケアやターミナ
ルケアの現場で活動をはじめている。「臨床宗教師」誕生の経緯とともに、超高齢・多死社会へ向けた今後のあり
方についてお話いただきました。

密教文化研究所では、“東日本大震災復興支援活動から学ぶ連続講座”を開催しました。
活動報告 #04

高野山大学別科スピリチュアルケアコース
公開講座を開催しました！！

　本年度4月より、高野山大学大阪サテライトキャンパスにおいて別科スピリチュアルケアコースが開講され
ました。受講生の多くの方がすでに日々 の臨床現場でご活躍され、臨床の知恵をお持ちであるため、講師
である私も日々 、新たな視点を学ばさせていただいております。
　スピリチュアルケアコースの開講に伴い、一般の方にもスピリチュアルケアについて広く知っていただくた
めに、「生老病死のスピリチュアルケア」をテーマとして、9月23日(火)に別科スピリチュアルケアコース公開
講座「看取りからグリーフケアへ－儀礼の視点から－」を開催しました。柏木哲夫先生と井上治代先生を講
師にお招きし、約120名の方にお越しいただきました。
　柏木哲夫先生には終末期医療現場におけるご遺族のケアの在り方についてお話いただきました。人は
死後、時間が経つにつれ、お顔の表情が表現しがたい「やさしい感じ」になります。ご遺族の方はその「看
取りの時間」を十分に体験することで、よき悲しみとしての悲嘆を体験されるのではないかとのお話でした。
また、井上治代先生には、社会学的視点から、葬送儀礼と墓の現代社会における問題についてお話いた
だきました。世代継承を前提にしない核家族化が進んだ現代社会では、死後の私を祀る“いのち”の連続
性を保証する文化が失われつつあり、この死後の私の在り方の変化がお墓を巡る問題として表れていま
す。特に、現在、注目されている墓友という言葉には、人々の死後も関係性を求め続けるスピリチュアルな願
いが含まれているとのお話でした。
　両先生のお話から、死という現象は個人だけのものではなく、家族や社会と関わる関係性の問題である
ことを改めて意識しました。スピリチュアルケアを自他の“いのちの営み”に関心をもち、支えることであると捉
えるならば、個人の“いのち”の終焉の在り方だけでなく、遺される方の“いのち”にも配慮する視点は欠か
せません。多様な価値観が認められる現代社会において、それぞれの“いのち”がよりよい形で生を全うす
ることができるような社会を構築することが求められており、これは本学のスピリチュアルケアコースが取組
む一つの課題でもあります。今後も受講生の皆さんとその課題に向き合っていきたいと思います。

大阪サテライトキャンパス別科スピリチュアルケアコース主任
森崎 雅好（助教）

活動報告 #05
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︻
夏
季
集
団
加
行
︼

平
成
二
十
六
年
度
の
夏
季
集
団
加
行
を
、高
野

山
大
学
大
菩
提
院（
加
行
道
場
）に
於
い
て
行
い

ま
し
た
。高
野
山
総
持
院
上
綱
宮
田
永
明
師
に
伝

授
阿
闍
梨
を
お
勤
め
頂
き
、前
期（
理
趣
経
加
行

～
金
剛
界
正
行
）行
者
は
、八
月
四
日（
月
）か
ら

九
月
二
十
三
日（
火
）ま
で
、後
期（
胎
蔵
界
加
行

～
護
摩
正
行
）行
者
は
、八
月
十
日（
日
）か
ら
九

月
二
十
三
日（
火
）ま
で
の
約
五
十
日
間
、白
雲
寮

（
僧
房
）に
住
し
て
、瑜
伽
行
に
専
念
し
ま
し
た
。

・前
期
行
者　
十
二
名

（
大
学
院
生
一
名
、四
回
生
二
名
、

 

三
回
生
二
名
、二
回
生
一
名
、

 

別
科
生
三
名
、卒
業
生
二
名
、一
般
一
名
）

・後
期
行
者　
六
名

（
大
学
院
生
一
名
、四
回
生
一
名
、

 

三
回
生
一
名
、二
回
生
一
名
、

 

通
信
生
一
名
、一
般
一
名
）

尼
僧
は
、寶
壽
院（
尼
僧
道
場
）に
於
い
て
行

い
ま
し
た
。高
野
山
寶
壽
院
門
主
中
西
啓
寶
師

に
伝
授
阿
闍
梨
を
お
勤
め
頂
き
、同
期
間
、同
院

に
住
し
て
、瑜
伽
行
に
専
念
し
ま
し
た
。

・前
期
行
者　
一
名

（
大
学
院
生
）

・後
期
行
者　
二
名

（
四
回
生
一
名
、通
信
生
一
名
）

︻
平
成
二
十
六
年
度　
高
野
山
大
学
教

職
員
並
び
に
先
輩
物
故
者
追
悼
法
会
︼

　
十
一月
一
日（
土
）松
下
講
堂
黎
明
館
に
於
い

て
、平
成
二
十
六
年
度
の「
高
野
山
大
学
教
職

員
並
び
に
先
輩
物
故
者
追
悼
法
会
」を
理
趣
三

昧
法
会
に
て
厳
修
し
ま
し
た
。本
法
会
は
、本

学
に
関
係
さ
れ
た
全
て
の
教
職
員
並
び
に
先

輩
物
故
者
の
尊
霊
の
追
善
仏
果
菩
提
を
祈
り
、

供
養
す
る
法
要
で
す
。例
年
、本
学
の
開
校
記
念

（
五
月
一
日
）行
事
と
し
て
、秋
の
学
祭
期
間
に

振
り
替
え
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
例
年
通
り
、導
師
を
藤
田
光
寛
学
長

に
お
願
い
し
、ま
た
職
衆
に
は
春
季・夏
季
の
集

団
加
行
を
終
え
た
学
生
諸
君
に
勤
め
て
い
た

だ
き
、本
学
教
職
員
等
も
参
加
し
て
、厳
か
な

雰
囲
気
の
中
で
執
り
行
い
ま
し
た
。壇
上
の
大

師
御
影
前
に
、高
野
山
大
学
教
職
員
並
び
に
先

輩
物
故
者
の
御
位
牌
や
過
去
帳
等
を
お
祀
り

し
、ま
た
角
塔
婆
を
立
て
て
、導
師
の
修
法
、職

衆
の
読
経
す
る
中
、参
列
し
た
学
生
全
員
が
焼

香
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
角
塔
婆
は
書
道
部
の
学
生
が
書
き
、法

会
後
に
教
職
員
の
手
で
奥
之
院
の
高
野
山
大

学
墓
所
に
建
立
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、学
生
の
出
仕
者
の
名
前
を
列
記
い

た
し
ま
す
。川
染
龍
哉（
修
士
一
回
生
）、今
雪

心
雅
、大
津
堯
空
、折
野
考
亮
、笹
山
泰
良
、佐

竹
弘
應
、高
木
秀
光（
以
上
、学
部
四
回
生
）、一

宮
浩
真
、重
藤
隆
嵩
、鈴
木
崇
公（
以
上
、同
三

回
生
）、松
岡
弘
純
、吉
本
竜
世（
以
上
、別
科
一

回
生
）、越
智
大
和（
科
目
等
履
修
生
）の
十
三

名
で
す
。

︻
伝
法
潅
頂
︼

平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
日（
月
）、高
野
山
寶

壽
院
に
於
い
て
、伝
法
潅
頂
を
開
壇
し
ま
し
た
。

高
野
山
寶
壽
院
中
西
啓
寶
門
主
を
大
阿
闍
梨
に

お
迎
え
し
、高
野
山
大
学
大
菩
提
院
で
加
行
成
満

し
た
学
生
等
が
入
壇
し
、阿
闍
梨
位
を
得
ま
し
た
。

　
入
壇
者
は
、十
四
名︻
大
学
院
生
一
名
、四
回
生

四
名（
内
、尼
僧
一
名
）、三
回
生
二
名
、通
信
生 

四
名（
内
、尼
僧
三
名
）、卒
業
生
二
名（
内
、尼
僧 

一
名
）、科
目
等
履
修
生
一
名
︼で
し
た
。

︻
伝
統
教
学
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

﹃
大
日
経
﹄講
伝
︼

平
成
二
十
六
年
十
二
月
八
日（
月
）、九
日（
火
）

の
二
日
間
、高
野
山
大
学
松
下
講
堂
黎
明
館
に
於

い
て
、総
本
山
金
剛
峯
寺
第
四
一
二
世
座
主
松
長

有
慶
猊
下（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）を
大
阿
闍
梨

に
お
迎
え
し
、六
月
の
第
五
会
に
引
き
続
き
、第
六

会
を
開
筵
し
ま
し
た
。宗
団
内
外
の
僧
侶
約
五
十

名
が
受
講
し
ま
し
た
。

︻
高
野
山
大
学
黎
明
館
ナ
イ
ト
レ
ク

チ
ャ
ー
︼

平
成
二
十
六
年
六
月
二
日（
月
）～
平
成

二
十
六
年
十
一
月
十
四
日（
金
）ま
で
、﹃
高
野
山

大
学
黎
明
館
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
﹄を
六
十
回

に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。大
学
の
松
下
講
堂

黎
明
館
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て
週
一
～
三
回
、午

後
七
時
三
十
分
か
ら
～
午
後
九
時
ま
で
の
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。講
師
に
は
、高
野

山
大
学
教
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、高
野
山
内

外
の
講
師
を
お
迎
え
し
実
施
し
ま
し
た
。お
寺

の
宿
泊
者
、高
野
町
民
の
皆
さ
ま
、学
生
な
ど
に

二
十
名
～
四
十
名
程
度
ご
参
加
い
た
だ
き
、大

変
好
評
に
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

︻
春
季
集
団
加
行
の
受
付
︼

平
成
二
十
六
年
度
の
春
季
集
団
加
行
を
、

来
る
、平
成
二
十
七
年
二
月
六
日(

金)

～
三
月

二
十
八
日（
土
）に
行
い
ま
す
。

　

[

申
込
開
始
］　

　
　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日(

金)

　

[

申
込
〆
切
］

　
　
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
日(

火)

︿
7
月
﹀

10 

木　
教
授
会

10 

木　
9
月
卒
論・修
論
提
出
期
限
＝
正
午

19 

土　
第
4
回
高
野
山
学

21 

月　
※
海
の
日

21 

月　
前
期
試
験（
～
7
/

25
）

23 

水　
第
4
回
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

　
　
　

 

活
動
か
ら
学
ぶ
連
続
講
座

24 

木　
通
信
夏
季
研
究
発
表
会

25 

金　
夏
季
通
信
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　
　
　

 （
～
8
/
4
）

26 

土　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

︿
8
月
﹀

2 

土　
夏
季
休
業
開
始 

4 

月　
夏
季
集
団
加
行
開
始
日

7 

木　
私
立
大
学
図
書
館
協
会

　
　
　

 

阪
神
地
区
協
議
会
研
究
会

　
　
　

 （
～
8
/
8
）

14 

木　
※
盂
蘭
盆

15 

金　
※
盂
蘭
盆

16 

土　
第
5
回
高
野
山
学

21 

木　
9
月
修
了
者
口
述
試
問

21 

木　
通
信
夏
季
研
究
発
表
会
予
備
日

25 

月　
前
期
成
績
通
知（
郵
送
）

28 

木　
再
試
験
願
提
出
日

29 

金　
再
試
験
願
提
出
日

︿
9
月
﹀

1 

月　
再
試
験
願
提
出
日

2 

火　
再
試
験
日・追
試
験
日

3 

水　
教
授
会

13 

土　
保
護
者
懇
談
会

15 

月　
※
敬
老
の
日

18 

木　
臨
時
理
事
会
評
議
員
会

20 

土　
第
6
回
高
野
山
学

23 

火　
※
秋
分
の
日

23 

火　
夏
季
集
団
加
行
成
満
日

23 

火　
別
科
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
コ
ー
ス

　
　
　

 

公
開
講
座

24 

水　
第
5
回
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

　
　
　

 

活
動
か
ら
学
ぶ
連
続
講
座

26 

金　
後
期
授
業
開
始
日

27 

土　
A
O
入
試
／
大
学
院
前
期
入
試
／

　
　
　

 

大
学
院
通
信
二
次
面
接

︿
10
月
﹀

1 
水　
後
期
履
修
科
目
変
更
届
提
出
期
限

4 
土　
第
10
回
高
野
山
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

9 
木　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

10 

金　
卒
業
論
文
目
次
届
／

　
　
　

 
修
士
論
文
目
次
届
提
出
期
限

13 

月　
※
体
育
の
日（
通
常
授
業
日
）

15 

水　
教
授
会

18 

土　
第
7
回
高
野
山
学

18 

土　
弘
法
大
師（
空
海
）の
足
跡
を

 
 

 

訪
ね
よ
う（
～
10
/

19
）

20 

月　
秋
季
通
信
ス
ク
ー
リ
ン
グ

 　
　
　
（
～
10
/

26
）

21 

火　
報
恩
日（
午
後
は
授
業
）

22 

水　
第
6
回
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

　
　
　

 

活
動
か
ら
学
ぶ
連
続
講
座

23 

木　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

︿
11
月
﹀　

1 

土　
追
悼
法
会・オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

1 

土　
学
祭（
～
2
日
）

2 

日　
伝
法
灌
頂（
～
3
日
）

3 

月　
※
文
化
の
日

8 

土　
併
設・寺
院・指
定
校
入
試

11 

火　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

12 

水　
臨
時
教
授
会

15 

土　
第
8
回
高
野
山
学

21 

金　
報
恩
日（
午
後
は
授
業
）

23 

日　
※
勤
労
感
謝
の
日

24 

月　
※
振
替
休
日（
通
常
授
業
日
）　

26 

水　
第
7
回
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

　
　
　

 

活
動
か
ら
学
ぶ
連
続
講
座

28 

金　
博
士
論
文
提
出
期
限

29 

土　
高
野
山
大
学
フ
ジ
キ
ン

　
　
　

 

小
川
修
平
記
念
講
座

　
　
　

 

宗
教
と
科
学
の
対
話

　
　
　

 

︱
宇
宙
の
摂
理
へ
の
想
い
︱

︿
12
月
﹀

3 

水　
臨
時
教
授
会

3 

水　
臨
時
理
事
会・評
議
員
会

6 

土　
公
開
講
座
永
田
良一寄
付
講
座

　
　
　

 

高
野
山
大
学
大
学
院
通
信
教
育

　
　
　

 

相
談
会

8 

月　
大
日
経
講
伝（
第
六
会
）（
～
9
日
）

17 

水　
高
野
山
大
学
軽
音
学
部
主
催

　
　
　

 

音
楽
祭﹃
銀
河
祭
﹄

22 

月　
和
歌
山
地
域
図
書
館
協
議
会

23 

火　
※
天
皇
誕
生
日

24 

水　
冬
季
休
業
開
始

日 
録（
７
月
～
１2
月
）

大　

学　

通　

信

高野山大学フジキン小川修平
記念講座講演会を開催しました！！

活動報告 #06

　この度、武内孝善教授・藤田光寛教授がご定年を迎えられます。
高野山大学密教学科ではこれを記念して、武内・藤田両先生の最終講義ならびに祝賀会を
下記の通り開催いたします。皆様のご出席を心よりお待ち申し上げております。

高野山大学密教学科
記

●日　時 　平成27年1月14日（水）　10：00～14：00
●会　場 　高野山大学2Ｆ 201号教室
●プログラム 　①武内孝善先生　「真実の空海を求めて」
 　②藤田光寛先生　「私の密教的視点研究の歩み―奉職37年間を振り返って―」
 　③祝賀会（高野山大学2Ｆ 第3会議室）
※参加自由、事前申し込み不要

以上

武内孝善教授・藤田光寛教授 最終講義

　平成２６年１１月２９日（土）、大阪市中央公会堂において、高野山大学フジキン小川修平記
念講座講演会の第三回目として、「宗教と科学の対話－宇宙の摂理への想い－」と題した講演
会が開催されました。
　宗教学者で国際日本文化研究センター名誉教授の山折哲雄先生と、造園家で東京都市
大学環境学部教授の涌井雅之先生、高野山真言宗の前管長、高野山大学名誉教授の松長
有慶先生の３先生に、御講演をして頂きました。
　山折哲雄先生は「日本人の信仰心」と題しまして、万葉集に収められた大伴家持や柿本人
麿呂の歌、弘法大師の十住心思想、親鸞上人の『歎異抄』、本居宣長、夏目漱石の小説『ここ
ろ』、寺田寅彦の随筆「日本人の自然観」、福沢諭吉を挙げて、日本独自の文化的特色であ
る無常観や大和言葉の「こころ」について解説し、「万葉の時代から明治時代に至るまで、ひ
とりで生きることによって、心の成熟を願う、その最も根本に災害列島日本の風土が育ん
だ無常観という日本人の信仰心が横たわっていた」と結ばれた。
　涌井雅之先生は「景観から見た日本のこころ」と題しまして、地球環境の危機に関して人間
の所行によって自然災害がもたらされていることなど多くの具体例をあげて説明なさり、人
は自然に逆らわず自然と共に生きてゆくことが必要だと述べられました。
　松長有慶先生は「神・人・世界 そして科学技術」と題しまして、日本仏教の三種世間（①智
正覚世間、②衆生世間、③器世間）という概念が神・人・世界に相当し、この三者は日本仏教
では同じ次元におかれること、我々の「いのち」と地球上の動植物や鉱物などの「いのち」が
繋がっていると考える日本人の物の考え方などが、近代科学の短所を見直すのに貢献でき
ると強調なさいました。
　今回は、自然環境問題について、文学・哲学・宗教や科学の視点から現代社会の人々を啓
発なさる内容のお話で、時宜にかなった大変意義深いご講演でした。

「宗教と科学の対話－宇宙の摂理への想い－」
藤田光寛
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図書館
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Koyasan University — an institute of higher education since 1886

前号で、本学が大正2年（1913）に古義真言宗各派連合
会議において、真言宗京都大学（現在の種智院大学）への
合併が決議されて一時その存在を無くしながらも、学生運
動を中心とした存続活動により、本学の継続が成ったことを
述べた。しかしながら、その後の大正時代の本学は絶えず真言
宗京都大学との合併問題で存続か否かの攻防を繰り返して
いた。要するに、大学を何処に設けるか、真言宗古義派中の
政争の火種となっていた。京都側は画一派と称され、真言宗
の最高学府である大学を京都の一大学とすべきとの立場で、
大学経営上から最大派閥ともいうべき高野派との合同を主張
し、他方の本学当局は、大学の存続に一歩も譲らなかった。
ただ、当時の本学学生の中には大学を高野山から下ろし
て新たな大学の設置を望む運動や、京都側と合同して新設
大学を大阪の天下茶屋に設けることを訴える運動が出るな
ど、混沌とした様相を呈していた。それら学生運動の根幹に
あるのが、本学と京都のいずれも専門学校のままで、高野山
中学卒業生は東京の大学へと進学する現実の打破だった。
その状況下の大正13年（1924）、高野派教学部長の和田
性海師は真言宗の宗団から独立した大学令に基づく高野山
大学設置に奔走していた。宗立大学のため、事あるごとに問
題が噴出するという根本原因を絶つための、和田師の決意
であった。ちょうど、この時に高野派と同調する仁和寺・大覚
寺の2派があり、和田師はこの2派と合同をして、高野・仁和
寺・大覚寺の3派から成る「古義真言宗」構想を立てて、本学
の大学昇格問題とも合わせた問題解決を図った。その一方
で、本学に先んじて他宗の龍谷・大谷の両学が大学に昇格し
たことも、和田師の危機感を募らせていた。
その結果、大正15年（1926）4月2日、本学は大学に昇格

した。全国では37番目にできた大学で、関西では同志社・龍
谷・大谷・立命館・関西大学に次いで6番目にできた私立大学
であった。当時は、帝国大学5大学、官公立大学10大学、私
立大学21大学の都合36大学の時代である。真言宗京都大

学は戦後に至るまで専門学校のままで、大正大学が大学と
なるのは、本学が大学に昇格した3日後の4月5日であった。
ただ、本学大学昇格には、施設・資金の両面でかなり無理
があった。大学の敷地をはじめ校舎等の建物は、古義大学林
時代のままで、文部省の視察官が本学へ来訪した時は、南
都銀行から一時的に札束を借用し積み上げて、視察が終
わったら早々に返金する様だった。これでは大学の充実はお
ぼつかないと立ち上がったのが、本学学生であった。本学と
本山当局へ大学の早期の充実を訴えたのであった。本山側
は料理屋で賑わう「上の段」を町ごと町内の鶯谷へ移転させ
大学の敷地とし、昭和2年（1927）図書館建築のための基礎
工事が始まった。しかし、校舎の建設は着手されなかった。
これに業を煮やした本学学生はついに同盟休校をして、
口々に「大門へ行け」と唱え、大門で学生大会を開いて、大学を
即時に高野山から山下へ移転させる決議した。これには本学・
本山当局も驚き、早期の大学の充実を学生に約束をして、今
後は移転問題を止めるように厳命した。結果的には、この学
生運動が動機となり、大学の整備計画が速やかに実行され
た。ちなみに、これらの学生運動の影で学生側と本学・本山
当局との仲介役を果たしたのが本学同窓会であった。図書
館については、同窓会は建築のための募金活動を始め、数
か月のうちに17万円もの寄附金が集まったとされている。
掲載の写真は完成直後の図書館である。設計は「関西近
代建築の父」と称された京都帝大建築学教室教授の武田五
一博士。施工は、清水組京都支店。高野山で初めて建設され
た西洋建築物であった。図書館の開館式は昭和4年（1929）
5月16日。その前夜は本学学生による提灯行列や演劇会が
行われ、開館式当日は花火があげられて高野山全山が図書
館の開館を祝福した。本学学生の純粋な思いと、本学・本山
当局の勇気ある決断と、同窓会の物心両面の支援があって
できた、東洋一と称された図書館の完成であった。

Koyasan University — an institute of higher education since 1886

　み
ろ
く
会

　
平
成
26
年
５
月
22
日（
木
）～
24
日（
土
）

に
、昭
和
36
年
卒
業
の「
み
ろ
く
会
」を
長

崎
県
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、北
は
北
海
道
か
ら
横
浜・岡

山
等
、卒
業
後
初
顔
合
わ
せ
の
人
も
居
ら

れ
、和
気
藹
々
と
異
国
情
緒
溢
れ
る
肥
前

長
崎
で
、彼
の
勝
海
舟
、坂
本
龍
馬
が
遊

ん
だ
旧
三
大
花
街
と
う
た
わ
れ
る
長
崎

丸
山
の
料
亭「
青
柳
」に
て
会
食
、夜
は
三

大
夜
景
と
云
わ
れ
る
稲
佐
山
に
登
っ
て
夜

景
を
楽
し
み
長
崎
に一宿
。

　
翌
日
は
原
爆
遺
構
や
長
崎
教
会
群
を

訪
ね
同
事
に
市
内
遊
覧
。

　
次
回
は
森
本
氏
主
宰
で
兵
庫・城
崎
温

泉
に
て
5
月
20
日
頃
を
目
標
に
開
催
す
る

こ
と
を
約
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
幹
事　
山
田
祐
善　
記
）

　備
前
支
部
総
会

　
去
る
平
成
26
年
５
月
26
日（
月
）午
後

６
時
半
よ
り
、岡
山
全
日
空
ホ
テ
ル
に
於

い
て
高
野
山
大
学
か
ら
藤
田
光
寛
学
長

と
飛
鷹
全
法
同
窓
会
事
務
長
の
出
席
を

頂
き
、29
名
の
参
加
の
も
と
総
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
事
業
と
決
算
の
報
告
、

本
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
、ま
た
備
前

支
部
会
則
の一部
変
更
に
つ
い
て
審
議
し

た
後
、藤
田
光
寛
学
長
よ
り
大
学
の
現
状

報
告
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
の
説
明

を
頂
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
懇
親
会
と
な
り
、同
窓
会
員

の
健
康
と
高
野
山
大
学
の
発
展
を
祈
念

し
盛
会
の
う
ち
に
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

（
事
務
局　
正
影
光
悠　
記
）

　愛
媛
支
部
総
会

　
平
成
26
年
５
月
27
日（
火
）午
後
２
時

よ
り
、松
山
市
道
後・ホ
テ
ル
古
湧
園
に

お
い
て
、第
４
回
同
窓
会
愛
媛
支
部
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。本
部
よ
り
来
賓

の
内
海
照
隆
高
野
山
大
学
同
窓
会
長
、

藤
田
光
寛
高
野
山
大
学
長
、和
田
友
伸

高
野
山
学
園
法
人
本
部
事
務
局
長
、飛

鷹
全
法
同
窓
会
事
務
長
の
先
生
方
を
お

平成27年度同窓会総会のご案内

　来る平成２７年、高野山は開創千二百年の記念すべき年を迎えます。
　目下大学は大変厳しい状況にありますが、この難局を乗り越えるべく
同窓会と大学が一丸となって取り組んで参りたい所存です。奮って総会
にご参集いただき、闊達な議論を頂戴できればありがたく存じます。
　また懇親会では、趣向を凝らした催しも企画しておりますので、ど
うぞご期待くださいませ。詳しい内容につきましては、追ってＨＰでお
知らせします。
　同窓会皆様のご参加を重ねてお願い申し上げます。

　尚、100名限定（先着順）とさせて頂きたく存じますので、同封の葉書に
てご出席の場合のみ４月３０日（木）までにご返信くださいますようお
願い申し上げます。

ーお問い合わせー
高野山大学同窓会　℡０７３６－５６－２９２１（内線１１２）
大学ＨＰ http://www.koyasan-u.ac.jp

日　　時

平成２７年５月２８日（木）
『総　会』午前１１時３０分～
『懇親会』午後１時～
　　　   （会費７千円）

場　　所

インターコンチネンタルホテル大阪
大阪市北区大深町３-６０

（グランフロント大阪北館タワーC）梅田駅より徒歩５分
℡０６－６３７４－５７００

みろく会

愛媛支部総会 

●12  Mahā Vairocana Mahā Vairocana  ●11 

写真提供：インターコンチネンタルホテル大阪
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迎
え
し
て
23
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
御
法
楽
を
あ
げ
た
後
、武
内
正
和
愛

媛
支
部
会
長
の
挨
拶
、事
業
・
会
計
報

告
、次
期
役
員
改
選
、そ
の
他
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。本
部
来
賓
の
先
生

方
よ
り
ご
挨
拶
頂
き
、高
野
山
大
学
の

現
状
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、同
ホ
テ
ル
に
て
高
野
山
大

学
教
授・武
内
孝
善
先
生
を
講
師
と
し
て

「
弘
法
大
師
の
高
野
山
開
創
」と
題
し

て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、懇
親
会
に
て
同
窓
生
の
親

睦
を
深
め
会
を
終
え
ま
し
た
。

（
事
務
局　
鳥
越
千
右　
記
）

 

　高
野
山
大
学
同
窓
三
一
会

　物
故
者
追
悼
法
要
と
同
窓
会

　

三
一
会（
昭
和
31
年
度
入
学
）は
、回

を
重
ね
13
回
と
な
り
ま
す
。今
年
は

同
級
物
故
者
の
追
悼
法
要
を
計
画
し

ま
し
た
。昭
和
35
年
の
卒
業
時
は
50

数
名
で
し
た
が
、50
数
年
の
歳
月
が

流
れ
同
窓
会
事
務
局
は
じ
め
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
る
調
査
の
結
果
、13
名
の

方
々
が
逝
去
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
６
月
２
日（
月
）午
後
２
時
30

分
よ
り
、高
野
山
奥
之
院
燈
籠
堂
に
於
い

て
、三一会
物
故
者
追
悼
法
要
、平
座
理
趣

三
昧
、導
師
米
田
弘
明
師（
北
海
道
）・職
衆

11
師
、遺
族
と
寺
族
20
余
名
参
列
の
も
と

奉
修
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
食
は
普
賢
院
に
於
い
て
、御
法
楽

と
13
の
盃
に
酒
を
満
し
、献
盃
を
行
い

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
高
野
山
大
学
同
窓
会
よ
り
の
祝
電
と
ご

祝
儀
を
披
露
し
、ご
挨
拶
や
欠
席
者
の
メッ

セ
ー
ジ
な
ど
を
報
告
、会
は
程
よ
く
般
若

湯
も
進
み
楽
し
く
夜
も
更
け
ま
し
た
。

　
３
日（
火
）は
熊
野
本
宮
、瀞
八
丁
、那

智
の
滝
を
巡
り
、串
本
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で一泊
、宴
会
で
は
壺
坂
霊
験
記
の
隠
し

芸
、最
後
は
全
員
で
青
い
山
脈
の
大
合

唱
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
４
日（
水
）は
橋
杭
岩
、白
浜
を
観
光
、午

後
４
時
大
阪
難
波
に
て
解
散
、深
く
心
に

残
る
同
窓
会
で
し
た
。来
年
は
中
国
地
方

で
の
再
会
を
約
し
散
会
し
ま
し
た
。

出
席
者（
順
不
同・敬
称
略
）

青
木
義
孝
、伊
勢
木
俊
眞
、亀
山
修
幸
、

桐
井
龍
峯
、滋
澤
弘
応
、杉
山
浩
義
、

福
島
誠
浄
、松
井
隆
明
、吉
田
憲
弘
、

米
田
弘
明
、仲
村
成
道（
以
上
夫
人
同
伴
）

横
山
隆
弘

〈
遺
族
〉大
河
俊
子
、久
磨
真
理
子
、

徳
谷
千
鶴
、徳
谷
好
美

（
幹
事　
仲
村
成
道　
記
）

　二
三
の
会

　

高
野
山
大
学
新
制
二
回
生・三
回
生

を
中
心
と
す
る
同
窓「
二
三
の
会
」で
は
、

６
月
４
日・５
日
の
両
日
、京
都
新
都
ホ

テ
ル
で
今
年
度
の
例
会
を
開
催
し
、20

名
が
参
加
し
た
。

　
記
念
写
真
の
撮
影
後
、杉
井
永
明
師
の

開
会
の
辞
で
始
ま
り
、同
窓
会
本
部
よ
り

の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た

後
、幹
事
長
原
敬
峰
師
の
歓
迎
の
挨
拶
に

続
い
て
、山
口
耕
榮
師
経
頭
の
も
と
、こ

の一年
の
物
故
者
４
名（
服
部
智
典・西
田

嘉
孝・樅
木
哲
也・芳
村
超
全
）に
対
し
て

回
向
の
御
法
楽
を
捧
げ
、亡
き
友
を
偲
ん

だ
。特
に
服
部
智
典・芳
村
超
全
の
二
師
は

「
二
三
の
会
」の
常
連
で
、参
加
者一同
そ

の
遷
化
を
惜
し
ん
だ
。

　
そ
の
後
、廣
安
俊
道
師
の
発
声
で
乾
杯

し
て
、懇
親
会
に
移
り
、近
況
報
告
や
学
生

時
代
の
懐
旧
談
に
花
を
咲
か
せ
た
。

　

宴
た
け
な
わ
の
頃
、上
西
孝
道
師
の

音
頭
で
校
歌・逍
遙
歌
を
唱
和
、南
山
時

代
の
若
さ
を
取
り
も
ど
し
、京
洛
の
夜
を

楽
し
ん
だ
。

　

翌
日
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
嵐
山
を

始
め
京
都
市
内
を
観
光
、景
勝
地
の「
京

大
和
」に
て
、舞
妓
さ
ん
踊
り
を
観
賞
し

な
が
ら
の
昼
食
後
、来
年
の
北
海
道
で
の

再
会
を
約
し
て
、盛
会
裡
に
京
都
駅
に

て
散
会
し
た
。

出
席
者（
順
不
同・敬
称
略
）

河
西
密
雄
、平
尾
隆
信
、廣
安
俊
道
、

三
星
光
、長
原
敬
峰（
以
上
夫
人
同
伴
）

大
多
賀
実
忍
、山
口
耕
榮
、杉
井
永
明
、

今
村
寛
玄
、上
西
孝
道
、教
海
俊
應
、

泉
龍
雄
、川
西
実
仁
、山
本
宣
昭
、

長
原
美
恵

（
長
原
敬
峰　
記
）

　広
島
県
同
窓
会

　

平
成
26
年
６
月
24
日(

火)

、福
山

ニ
ュ
ー
キ
ャッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、第

31
回
高
野
山
大
学
広
島
県
同
窓
会
を
、

福
山
地
区
担
当
に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、廣
安
会
長・古
賀
副
会
長・高

塩
副
会
長
は
じ
め
、高
野
山
大
学
よ
り
乾

仁
志
副
学
長
と
飛
鷹
全
法
同
窓
会
事
務

長
が
出
席
く
だ
さ
り
、総
勢
18
名
の
方
々

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
役
員
改
選
に
当
た
り
総
会

審
議
と
し
て
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、現
役

員
再
任
と
い
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
乾
副
学
長
と
飛
鷹
同
窓
会
事

務
長
か
ら
高
野
山
大
学
の
現
状
報
告
や

取
り
組
み
な
ど
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り
歓
談
、互

い
に
在
学
当
時
の
思
い
出
や
近
況
の
報

告
、高
野
山
大
学
へ
の
想
い
な
ど
語
り
あ

い
、最
後
に
廣
安
地
区
幹
事
の
音
頭
で

校
歌
を
合
唱
し
、盛
会
の
う
ち
に
今
年

度
の
同
窓
会
を
終
え
ま
し
た
。

（
事
務
局　
竹
原
善
生　
記
）

　和
歌
山
支
部
総
会

　
高
野
山
大
学
同
窓
会
和
歌
山
支
部
で

は
、平
成
26
年
６
月
28
日（
土
）に
平
成

26
年
度
和
歌
山
支
部
総
会
を
和
歌
山
市

手
平
の
県
民
交
流
プ
ラ
ザ
和
歌
山
ビ
ッ

グ
愛
１
２
０
１
号
室
に
於
い
て
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
高
野
山
大

学
図
書
館
に
お
勤
め
の
木
下
浩
良
先
生
に

『
高
野
山
奥
之
院
に
見
る
戦
国
武
将
の

石
塔
』と
題
し
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
は
、奥
之
院
に
見
ら
れ
る

１
５
０
基
あ
ま
り
の
戦
国
武
将
の
石
塔
を

一つ一つ
紹
介
さ
れ
、戦
国
武
将
と
高
野
山

(

お
大
師
様
）と
の
繋
が
り
や
、夫
婦
仲
が

良
い
戦
国
武
将
の
石
塔
は
夫
婦
が
並
ん

で
祭
ら
れ
て
い
る
事
が
多
い
等
々
、エ
ピ

ソ
ー
ド
を
含
め
て
と
て
も
興
味
の
あ
る
お

話
で
し
た
。今
回
の一般
参
加
者
は
過
去
最

大
の
人
数
で
、資
料
が
足
り
ず
後
日
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　
午
後
４
時
か
ら
和
歌
山
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
懇
親
会
を
行
い
、夜

が
更
け
る
ま
で
昔
話
や
今
後
の
大
学
に

寄
せ
る
思
い
が
語
ら
れ
友
好
の
輪
が
広

ま
り
ま
し
た
。

（
事
務
局　
伊
南
陽
弘　
記
）

　四
三
会

　
高
野
山
大
学
昭
和
43
年
入
学
生
で
組

織
す
る「
四
三
会
」で
は
、平
成
24
年
同
窓

会
を
、去
る
７
月
10
日
、北
海
道
札
幌
市

に
お
い
て
開
催
。当
日
宿
泊
先
の
札
幌
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
30
名（
内
奥
様
４
名
）が

集
合
。本
年
度
は
北
海
道
在
住
の
岩
田
慈

照（
中
富
良
野
町
）、平
岡
恭
博（
清
水
町

御
影
）、宮
下
栄
隆（
広
尾
町
）が
幹
事
を

担
当
。プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル・パ
ミ
ー
ル
館
へ

移
動
後
、午
後
６
時
よ
り
宮
下
師
の
司
会

で
開
会
。

　
は
じ
め
に
、今
ま
で
に
遷
化
さ
れ
た
８

名
の
方
々
並
び
に
東
日
本
大
震
災
犠
牲

者
の
菩
提
を
祈
り
黙
祷
。そ
の
後
、竹
内

崇
雄
会
長
の
挨
拶
に
続
き
地
元
を
代
表

し
て
岩
田
慈
照
師
が
挨
拶
。遠
く
九
州
か

ら
参
加
の
岡
部
観
栄
師
の
発
声
で
乾
杯
、

そ
の
後
懇
親
会
に
移
り一年
ぶ
り
再
会
で

近
況
報
告
等
に
花
が
咲
き
、二
次
会
に
移

り
夜
遅
く
ま
で
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
今
回
は
当
初
36
名
の
参
加
予
定
で
あ
っ

た
が
、50
年
ぶ
り
の
強
い
台
風
で
４
組
６

名
の
方
が
参
加
で
き
ず
残
念
で
あ
り
ま

す
。参
加
の
方
々
も
台
風
の
影
響
で
発
着

の
空
港
を
変
更
し
た
り
、飛
行
機
の
便
を

変
え
た
り
、帰
り
の
便
の
心
配
を
し
た
り

と
ご
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
来
年
は
竹
内
会
長
と
高
野
山
在
住
者

が
幹
事
と
な
り
、京
阪
神
方
面
で
開
催

の
予
定
。

出
席
者（
順
不
同・敬
称
略
）

荒
木
本
恵
、岩
田
慈
照
、内
田
大
観
、

大
田
光
俊
、岡
崎
正
信
夫
妻
、

岡
部
観
栄
夫
妻
、小
川
良
明
、

笠
井
法
真
、笠
谷
教
正
、金
子
弘
信
、

川
村
光
雅
、口
羽
秀
典
夫
妻
、

新
家
利
定
、仙
波
諦
仁
、竹
内
崇
雄
、

玉
井
勝
順
、中
村
紀
志
夫
、

西
陰
孝
尚
夫
妻
、西
本
宥
法
、

白
馬
義
文
、平
岡
恭
博
、細
谷
宥
勝
、

本
多
清
法
、宮
下
栄
隆
、吉
井
良
弘
、

渡
辺
真
憲（

事
務
局　
平
岡
恭
博　
記
）

　九
州
支
部
総
会

　
去
る
９
月
９
日（
火
）午
後
４
時
か
ら
、

宮
崎
市・宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
於
い
て
九

州
支
部（
鎮
西
会
）総
会
を
開
催
し
、23

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

桐
井
龍
導
師
の
開
会
の
辞
に
続
き
、

同
師
の
経
頭
に
よ
り
支
部
先
輩
物
故
者

に
御
法
楽
を
捧
げ
、江
頭
弘
勝
支
部
会

長
よ
り
挨
拶
の
後
、長
谷
川
慈
弘
師
を

議
長
に
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
事
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一、平
成
25
年
度
会
計
報
告

　
・異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、次
回
開
催
地
お
よ
び
日
程

　
・鹿
児
島
県
と
し
、地
元
及
び
事
務
局

　
と
相
談
し
て
日
程
を
決
定
す
る
こ
と

　
と
な
り
ま
し
た
。

三
、そ
の
他

　
・役
員
任
期
満
了
に
つ
い
て
、審
議
の

　
結
果
留
任
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、藤
吉
圭
二
副
学
長
よ
り

大
学
の
現
況
報
告
が
あ
り
、質
問
や
要
望

な
ど
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し

た
。続
い
て
、飛
鷹
全
法
同
窓
会
事
務
長

か
ら
も
様
々
な
取
り
組
み
の
説
明
が
な
さ

れ
、今
後
も
同
窓
会
と
の
連
携
や
支
援
要

請
が
あ
り
、総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り
、内
海
照
隆

同
窓
会
長
か
ら
祝
辞
を
賜
り
、鐘
ヶ
江
尊

明
同
窓
会
副
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
開

宴
し
親
睦
を
深
め
、次
回
の
再
会
を
約
し

て
盛
会
裡
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
局　
高
瀬
覚
照　
記
）

　高
野
山
大
学
昭
和
３８
年

　入
学
生
同
期
会

　
去
る
平
成
２６
年
１０
月
２３
日（
木
）～
２４

日（
金
）、「
大
阪
帝
国
ホ
テ
ル
」で
高
野
山

大
学
昭
和
３８
年
入
学
生
同
期
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
毎
年
開
催
し
て
お
り
、昨
年

は
姫
路
、今
年
は
大
阪
で
と
云
う
こ
と

で
、大
阪
唯一の
川
船「
ひ
ま
わ
り
」を
貸

し
切
り
午
後
６
時
４５
分
に
乗
船
し
ま
し

た
。

　

食
事
を
前
に
校
歌
斉
唱・先
亡
諸
師

の
追
弔（
心
経・諸
真
言
）、又
今
回
は
加

藤
義
昭
師
の
密
教
教
化
賞
受
賞
の
祝
賀

会
と
、今
村
純
訓
師
の
ロ
ス
別
院
へ
の
移

住
へ
の
祝
辞・激
励
会
を
同
時
に
行
い
、一

同
を
代
表
し
て
田
中
真
瑞
信
貴
山
前
管

長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
会
し
、和
や
か
に

語
り
合
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
二
次
会
へ
と
場
所
を
移
し

時
を
忘
れ
て
飲
み
、旧
交
を
温
め
て
楽
し

い一時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、「
華
道
高
野
山
大
阪
大
会
」

を
見
学
し
、次
回
の
再
会
を
約
し
て
散

会
し
ま
し
た
。

出
席
者（
順
不
同・敬
称
略
）

今
村
純
訓
、江
頭
弘
勝
、岡
崎
實
雲
、

越
智
淳
仁
、鬼
本
文
夫
、加
藤
義
昭
、

鐘
ヶ
江
尊
明
、金
原
祥
文
、小
松
原
雅
康
、

佐
伯
増
恒
、塩
谷
光
隆
、鈴
木
賢
浄
、

多
門
誓
信
、藤
村
隆
淳
、二
上
寛
弘
、

桐
村
明
昇
夫
妻
、田
中
真
瑞
夫
妻
、

中
島
真
隆
夫
妻
、松
田
俊
教
夫
妻
、

川
瀬
良
禅
夫
妻（幹

事　
川
瀬
良
禅　
記
）

　北
海
道
支
部
総
会

　
平
成
26
年
10
月
28
日（
火
）午
後
５
時

よ
り
、登
別
温
泉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

於
い
て
第
21
回
北
海
道
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
学
か
ら
は
、川
口
道
雄
同
窓
会
副
会

長・和
田
友
伸
法
人
本
部
事
務
局
長・飛

鷹
全
法
同
窓
会
事
務
長
が
出
席
し
、大
学

の
現
況
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、懇
親
会
へ
と
移
り
和

や
か
に
歓
談
し
盛
会
の
う
ち
に
散
会
と

な
り
ま
し
た
。（

同
窓
会
事
務
局　
記
）

広島県同窓会

和歌山支部総会

四三会

九州支部総会

高野山大学昭和38年入学生同期会

二三の会

三一会
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